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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（熊谷 健作君）  皆さん、おはようございます。 

 昨日に引き続き御苦労さまです。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（熊谷 健作君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（熊谷 健作君）  日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 なお、議会報編集特別委員会委員長より、議会報編集のため一般質問者の写真撮影の許可の申

し出がありましたので、これを許可します。 

 ７番、土田亮治君。 

○議員（７番 土田 亮治君）  皆さん、おはようございます。７番、土田亮治です。一般質問を

行います。 

 建物等の公共施設についてですが、まず公共施設の中長期的な更新計画についてお伺いをいた
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します。 

 町民の生活にとって公共施設は必要不可欠なものです。公共施設には学校や公民館といった、

いわゆる建物から道路、橋梁、上下水道など、その用途や形状はさまざまであります。担当課が

維持管理、そして修理修繕をしながら町民生活の用に供されています。 

 公共施設に関しては、老朽化対策というものが不可欠です。学校施設については、耐震工事も

終わり、また庁舎旧館、公民館、体育館等の耐震補強も計画されていることと思います。 

 これまでも公共施設に関する質問は多々あったと思いますが、改めてお聞きします。建物等の

管理や計画は中長期財政計画などで行っていると思いますけれども、もっと長い目で見た町の公

共施設、特に建物一つ一つについての築年数、耐久年数、大規模な修繕使用限度の見込み等を総

括した公共施設白書、あるいは建物総合計画書といったようなものがありますか。お聞きをしま

す。 

 次の質問からは質問席で行います。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長、川野敏治君。 

○財政課長（川野 敏治君）  土田議員の御質問にお答えいたします。 

 中長期的な公共施設の更新計画はという御質問でございますが、公共施設の更新計画につきま

しては、中期財政計画、これはおおむね５年から１０年ほどでございますが、その中で計画的に

盛り込んでおります。 

 現在、日出町では町有の公共施設全ての耐震調査を行っておりまして、必要に応じて耐震補強

工事を行っております。この際に、建物については防水工事や塗装工事等もあわせて行うため、

建物の長寿命化も期待できると考えております。 

 鉄筋コンクリートづくりであればおおむね１０年から２０年程度は長寿命化できていると想定

はしているところでございます。 

 また、白書的なものは特にございませんが、今後新たに必要となる施設や更新を迎える施設に

ついて、財政面や利活用、それから残寿命等を考慮して、計画的に執行していくことは必要であ

ります。中期的な計画の中で今後も考えていきたいと考えておるところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  財政計画の中でということでありますけれども、できれば長い目

で見た実情を把握した報告書、白書のような具体的なものを作成すると町民の皆さんにもわかり

やすいのではないでしょうか。そう思います。 

 例えば、公共建物のうち町営公民館のホールのようにその場所でしか開催できないものや、避

難場所として指定されているものもあります。文化ホールの建設をというような要望もあります

が、こういったところは既存場所で建てかえを行う場合、一時的にその使用ができなくなること
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になります。そうすると代替地を探すことから始めなければなりません。時間を要することにな

ります。問題が起こったそのときどきに考えるのではなく、やはり個別の建物について具体的な

事項をしるし、その更新時期等を想定した計画の策定が必要ではないかと思いますが、どうでし

ょうか。 

 ちなみに、現段階では、中央公民館、体育館の仕様限度はどの程度と想定していますか。あわ

せてお答えください。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  確かに議員御指摘のように、まず更新する場合、位置の問題があろ

うかと思います。同じ位置に建てるケースと違う位置に建てるケースがございますが、やはり問

題が大きいのは同じ場所に建てる場合ではなかろうかと思います。必要であれば一時的に仮施設

などを設けまして、住民サービスに支障を来たさないようにする必要があると考えておるところ

でございます。 

 次に、時期の問題等もあると思います。年度末や年度初めは窓口などが一番混雑する時期でご

ざいます。こういう時期をできるだけ避けることも必要であると考えております。 

 また、現在、事務の内容では、ＩＴ化されて情報システムなしでは仕事はできない状況でござ

います。そういう情報化システムの設計を含めた入念な準備が必要であろうかと思います。こう

いう対策を個々の建物ごとに今後行っていくことが必要であると考えております。 

 また、中央公民館と中央体育館についてでございますが、中央公民館は、昭和５１年に建設さ

れて現在３８年経過しております。また、中央体育館は昭和５３年に建設され、同じく３６年経

過しております。中央体育館につきましては、耐震補強工事が必要であり、その際に予防保全管

理等もあわせて、今後行っていくことも必要と考えておるところであります。 

 現在、国とか県のほうでアセットマネジメントいう手法で施設管理を行うやり方が、現在提唱

されております。このアセットマネジメントは、事後管理、要はものが崩れたから管理するので

はなくて、予防保全管理と申しまして、事前に想定される部分につきましては予防保全的に管理

をしていく手法でございます。 

 そういう手法を適用しまして、施設寿命を延ばして工事費を抑えたり、建てかえが重複しない

ようにすることが重要ではなかろうかなと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  耐震工事等の補修を行えば当分の間は大丈夫なんでしょうが、公

共の建物の建てかえには同所建てかえにしろ、別所の新築にしろ、多額の費用を要します。その

費用については、国による財政負担があるもの、ないものがありますが、時限的に国の補助等が
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あれば多少の前倒しをしてでも更新するぐらいでなければ、多額の費用負担、持ち出しは難しい

のではないかと思います。 

 幸いにもと言いますか、萬里図書館の建てかえは商業施設の２階部分を借用するということで

実現することになりましたが、旧図書館跡の利用計画というのはどういうふうに考えていますか、

お聞きをします。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  萬里図書館の跡の使用ということでございます。昭和５９年に萬里図書

館は建設されておりまして、現在、３０年経過しております。現在建っておる場所が城の周辺で

ございまして、その辺では、これまで歴史的なまちづくりを行うということで、現在事業を行っ

てきたところでございます。 

 萬里図書館の跡をどう利用するかということも、やはり位置的な条件とかを考えると、やはり

歴史的なまちづくりにふさわしいような利活用を今後考えていく必要があろうかと現在考えてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  歴史的なということですが、ぜひとも町民の使用、利用ニーズに

あった施設かどうかを見極めながら、計画の策定をお願いしたいと思います。 

 こういった建てかえ計画等で発生する事案も含め、全ての建物について耐久、耐用年数、使用

頻度、主な使用対象等を取りまとめて優先順位を決定するような白書あるいは計画書のようなも

のが必要と考えております。 

 それでは、次に費用計画とはどのように考えていますか。交付金や補助金等の資金計画も考え

ていると思いますけれども、更新を考えた場合の財源、財政計画、基金の状況についてお伺いを

します。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  費用調達のほうの御質問でございますが、補助金や起債の活用は言

うまでもありませんが、同時期に複数の施設を建設することはやはり財政負担が増すことから、

できるだけ避けたいと考えております。 

 また、国の重点施策などにより有利な条件で融資を受けられる時期や制度、こういうものを利

用できる時期の問題もございます。常に情報をキャッチし、適切な時期の設定を計画の中に織り

込むことも必要であると考えております。そして、現在、公共施設の整備に備えた公共施設整備

基金のほうも３億円を超した金額を今、整えているところでございます。 

 今後も、これからの公共施設整備に備えた資金計画を計画的に進めていこうと考えているとこ
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ろでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  基金が３億円ほどということでございますけれども、建てかえ等、

多額の費用が必要となります。今後考えられる給食センターの移転、建てかえ等につきましても

給食センターの場合、テキサスより譲り受けた川崎体育館横の土地の有効活用と効率的な計画を

お願いしたいと思います。 

 また、最近起こった広島県安佐南区、北区の土石流災害にも関連しまして、日出町は災害が少

ないと言われていますけれども、今後、万一のための事前の対策として防災センター等の建設な

ども検討していただきたいと思います。 

 公共施設の建設については、箱物事業として多額の費用を要するけれども、無駄が多いとの批

判がありますけれども、教育の場である学校や幼稚園はもちろん、公民館や体育館も町民の生活

に欠かすことができないものです。中長期的、総括的な視点で整備をしていただきたいと思いま

す。 

 これで１つ目の質問を終わります。 

 ２番目の質問ですが、社会体育の振興についてお伺いをします。 

 町営としては２館目となる川崎体育館を設置してから１年ほどたちますが、これまでの使用状

況はどうなっておりますか。中央体育館の利用状況とあわせてお願いをいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長、野上悟君。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、土田議員の川崎体育館の使用状況はとの御質問にお

答えします。 

 川崎体育館につきましては、先ほども申し上げておりますが、テキサスより無償譲渡を受けて

おります。そして、平成２５年９月より町民へ開放しております。 

 平成２５年度と２６年度の川崎体育館の使用状況を申し上げます。まず、平成２５年度につき

ましては、７カ月間の利用でありました。合計５,０１７名の利用でありました。平成２６年度

につきましては、８月３１日現在で３,６８９名の方が利用しております。 

 次に、中央体育館の使用状況につきまして申し上げます。平成２５年度は３万２,８５５名、平成

２６年度につきましては、同じく８月３１日現在で１万３,７３５人の利用となっております。 

 また、平成２６年の月平均にしてみますと、川崎体育館では月９２２名、中央体育館では約

３倍の２,７４７名であります。日平均になおしてみますと、当然川崎体育館が３１名で、約

３倍の中央体育館が９０人の利用となっております。 

 以上であります。 
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○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  数字的には伸びているということになるんでしょうか。計算すれ

ばわかるんですが、これまでは町営体育館と言えば１館でしたけれども、２館になったことで利

用者はどうなったんでしょうか。全体的に増加したのか、それとも単に分散したのか、期間が短

いんではっきりはわからないとは思いますけれども、過去の利用状況とあわせて教えていただき

たいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、議員の、増加したのか、それとも単に分散したのか

との質問ですが、全体的に屋内施設の利用については増加しております。中央体育館につきまし

ては、御承知のように、バレーボールコート２面等をとれまして、日出町で一番大きな体育館で

ございます。 

 そういうことで、スポーツの大会や各種総会、いろんな活用をしておりまして、そういう形で

昨年と同様、ことしもかわらぬ利用があります。 

 なお、中央体育館の利用者、川崎体育館の利用者を比べてみますと、中央体育館で活動してい

る利用団体につきましては、ほぼ中央体育館での活動をするのを拠点としております。 

 なお、川崎体育館につきましては、中央体育館で使っていない新たな団体が発生しております

し、日出中の部活等でも川崎体育館のほうを利用しておりまして、そういうことで、２館になっ

たことでより多くの団体が利用できるようになりました。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  実は次の質問、同じようなことになったんですが、結局、２館に

なったことで利用者はふえたということでいいんだと思います。当然、町民スポーツの振興に役立

っているということになると思います。社会体育の重要性を考えると、体育館は町民スポーツを

実践する場の一つです。町の財産として有効活用してほしいと思います。 

 ところで、中央体育館は先ほどお聞きしましたけども、川崎体育館の建設年度というのはいつ

でしょうか、お伺いをします。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  先ほど、川野課長が申し上げましたが、中央体育館は昭和

５３年ということであります。川崎体育館につきましては、平成３年と伺っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  川崎体育館は平成３年ということでまだ新しいので心配ないのか
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もしれませんけれども、中央体育館は昭和５３年の築ということで３８年ほど経過しております。

３６年ですか。 

 長くなるといろいろなところで不具合も出てくると思いますけれども、今現在、体育館の使用

上不都合な部分というのがありますか。あるとすれば、対処改善の計画はしておりますか。お聞

きをします。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  不具合な部分と今後の改善ということであります。 

 中央体育館につきましては５３年建ちですし、当時はなかったんですけど、体育器具の倉庫が

手狭になりまして、なかなか出し入れが難しいという問題が出ております。また、２階部分の

カーテンにつきましても不具合が生じておりまして、なかなか閉めるのに大変な状態で、都度、

修繕をしている状態です。 

 それと、あと川崎体育館も実は照明が部分的に暗いということで、利用者に不便をかけている

ところです。 

 なお、両体育館とも身障者トイレがございません。そういうことで、これら早急にできるもの

から改善していきたいと思っております。 

 なお、先ほども出ておりますが、中央体育館につきましては、今現在６月の議会で補正を認め

ていただきまして、実施設計、耐震の実施設計を行っております。その設計ができましてから早

いうちに耐震工事ということで、早急にそちらのほうも進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  利用上、不都合な部分があればぜひとも早急な対応をお願いいた

します。 

 社会体育のあり方は、健康増進の必要性を考えると大変重要なものだと思います。医療費の削

減にも貢献、関連してくると思います。利用者の利便性を考え、多くの町民が利用できるように、

そしてまた迷惑のかからないようにお願いをしたいと思います。 

 次の質問ですけれども、小中学生が部活動等で九州大会、あるいは全国大会等に出場する際に

は、助成金を支出していると思うんですが、社会人スポーツにも同様に助成はあるんでしょうか、

お聞きをします。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、成人の全国大会等の出場の助成ということでお答え

いたします。 

 成人につきましては、九州大会、全国大会の出場助成は今現在行っておりません。平成１６年
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度まで助成を行っておりましたが、その後、助成をやめたところでございます。 

 今おっしゃいましたが、児童生徒につきましては、現在も助成を行っているところでございま

す。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  一般の補助は平成１６年度までということですが、平成１７年度

以降はなぜしなくなったんでしょうか。お伺いします。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  町全体の補助金等の見直しにより、１６年をもって打ち切った

という形になっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  それでは、児童生徒等にはどの程度助成をしているんでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長、恒川英志君。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それでは、中学生の部活に対する補助との御質問に

お答えいたします。 

 中体連を主催する九州大会及び全国大会並びにこれに準ずる大会につきましては、交通費、宿

泊料ともに全額を補助しております。 

 その他、連盟等の主催に対する大会で、文部科学省及び各県各市町村教育委員会の主催、また

は後援する大会につきましては、同様の費用の３分の２の補助をいたしております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、社会体育の部分につきまして、助成はどの程度行っ

ているかということでお答えします。 

 対象は当然小学生と中学生としております。補助率２分の１という形で、限度額２０万円を限度と

しております。なお、回数については年２回助成をするという形になっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  補助が、交通費、宿泊料全額、連盟なら３分の２ということで、

生涯学習課のほうが２分の１と２０万円ということで、限度ということでよかったんでしょう。

わかれば年間でどのぐらい補助をしているのか教えてください。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、体育文化振興補助金という明細でございますが、手
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元には２４年度から持ってきております。２４年度ですね、個人が８名おりました。合計で

５０万４千円であります。２５年度につきましては、個人が１６名、１２４万１千円、団体が１団

体、１０万円、合計１３４万１千円でございます。２６年度、年度途中でございますが、個人が

８名、４７万８千円、団体が１団体、１０万７千円、計５８万５千円、以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  年度によるとかなり差があるときがあるんですが、当然出場の状

況にもよるんでしょう。これもちょっとわかればで結構なんですが、近隣市町村の成人に対する

補助の状況がわかればわかる範囲で教えていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  近隣市町村の状況でございますけど、平成２４年度に調査した

資料を見てみますと、近隣４市町村を確認しております。そのうちの２市町村が成人への助成を

行っているというような状況になっております。 

○議長（熊谷 健作君）  ７番。 

○議員（７番 土田 亮治君）  ２４年度ということですが、２市町村が支出ということなんです

が、日出町、そして大分県を代表して九州大会、全国大会等に出場する際には競技者の意欲、モ

チベーションを向上させる意味でも支援、助成はしてもよいのではないかと思います。 

 また、上位大会に出ることを励みに、勤めの傍ら、練習、トレーニングを日々行うことは、先

ほどの質問の際にも申し上げましたけれども、社会体育の目的の一つである町民の健康増進につ

ながるのではないかと思います。財政も厳しい折でしょうけれども、ぜひとも復活の検討をお願

いいたします。 

 以上で、私の質問は終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ８番、池田淳子君。 

○議員（８番 池田 淳子君）  ８番、池田淳子です。通告に従いまして一般質問を行います。 

 公共施設の老朽化と近い将来の人口減に伴い、税収の減収が懸念されるところですが、いよい

よ翌年春には複合施設の２階部分位新図書館が開館されることになり、併設される行政スペース

の活用が期待されるところでございます。 

 日出町は、県内でも唯一、県都大分市とともに人口増加を誇っておりました。昨日の一般質問

でも同僚議員より人口減少問題についての提言がありましたが、自然減の影響により、ここ最近

では人口減に転じております。 

 ここでは人口減少についての議論はいたしませんが、ただ税収が減少となるのは当然のことで

あります。自主財源を確保するという意味では、公共施設の稼働率アップも視野に入れるべきで
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はないかと考えます。 

 従来の公民館は、社会教育法に基づき、住民の教養の向上や健康の増進、社会福祉の増進など

に寄与することを目的とし、日出町でも安価な使用料で公共サービスの提供が行われております。

広々としたロビー、多目的室、会議室、子育て支援室などを備えた新図書館に併設される行政ス

ペースは、充実した施設になるものと確信するものであります。 

 公民館とは違う機能を持つこの行政スペースの活用についてお聞きをいたします。利用者数の

具体的な目標は立てているのでしょうか。 

 次の質問からは質問席にて行います。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  ただいま新図書館における行政スペースの活用はいかにと、こういう御

質問でございました。お答え申し上げたいと思います。 

 高校跡地に計画されています複合商業施設につきましては、町政において最重要な課題という

ふうに認識しておりまして、町内で鋭意検討を重ねてまいっているところでございます。 

 そういう中で、複合商業施設の２階部分は大きく分けますと、図書館スペースと行政スペース

に分かれていると、こういうことはもう既に御案内、御説明のとおりであります。行政スペース

の中には子育てを中心とした子育て相談室や子育て一時預かり所等を設置いたしたいというふう

に考えております。また、一方で、多目的な会議室、少し大きいもの、小さいもの等を設けて、

多くの町民の皆さん方に大いに図書館とともに行政スペースでの活用と交流を期待しているとい

うふうに考えているところでございます。 

 同時に、喫茶的な性格のスペースも必要ではないかと、こういうことで、今鋭意検討中であり

ます。 

 他の問題については、担当課から御説明をさせていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長、井川功一君。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、池田議員の利用者数の目標は立てているのかにつき

まして、お答えをさせていただきたいと思います。 

 現段階では、建物の平面図、それから間取り等の状況は協議を進んでいるところでございます

が、目標の設定のところについては、そこまで、細部の協議が進んでいないところが現状でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  急なことと言いますか、急に図書館ができるようになったので、

協議がずっと進んでいくのが遅れているのかなと思いますけれども、どういう形で使う、また稼
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働率を上げるということにおいては、しっかり目標を立てて、その目標に向かってやっていただ

きたいと思います。 

 当然、会議室や多目的室には利用料が発生するかと思いますけども、どの程度の料金を考えて

いますか。福祉センターや公民館に近い金額になるのか、または全く違う算定基準で設定するの

でしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  御質問にお答えいたしたいと思います。 

 この料金表につきましても、同様の施設がほかの市町村にもございますので、ほかの市町村の

状況を調査しながら決定していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  他の市町村というのは、従来の公民館との差額とかそういったこ

とも頭に入れながらということですかね。それとも公共施設、今回新しく開館されるスペースの

設定の、新しいからいくらにするっていう、そういうことでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  当然、施設が新しくなりますので、新しい部分も料金表の中に

は考えていかないといけないというふうに思っておりますが、同じような施設が大分市のホルト

ホールとかございます。そういう施設を考えていきながら、料金を決めていきたいというふうに

は考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  今、ホルトホールのお話が出ましたけど、ホルトホールは結構高

いんですね、びっくりするほど。これと同じような算定にされると、日出町はとても使えないと、

私は思います。なので、今公民館等、福祉センター等、本当にこう安価で使いやすく利用させて

いただいておりますので、そういった基準、少しは高くなるのかなと想定はしつつも、できれば

それに近い金額と言いますか、使いやすい金額にしていただけると、大変町民の方には喜ばれる

んではないかなというふうに思っております。 

 また、会議室等も広くありますし、本当に使い勝手のいいというか、また立地的にもとてもい

いところですので、まずそういった形でお願いができればなと思います。 

 その公共施設を使用するに当たっては、しっかりとした利用規約が必要になると思いますが、

今、福祉センターにしても公民館にしても利用規約というものがあると思います。で、このたび

のその行政スペース、新図書館に併設される行政スペースについても利用規約をつくるとは思う
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んですが、現在の公民館に準じたものになるのでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、利用規約につきましてお答えをさせていただきたい

と思います。 

 現在の公民館の利用につきましては、社会教育法の中で規制されております。例えますと、営

利目的なところというような形で、社会教育法の中に、第２３条の中に規制されているところが

ございます。 

 今現在で考えているところによりましては、社会教育法の規制されている部分も除外するよう

な形を今のところ考えているところでございます。 

 ただし、行政的な施設でございますので、それは当然行政的な部分を規制されるところは当然

あろうかなというふうに思っておりますが、今のところはそういう形で考えていくところでござ

います。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  確かにホルトホールもとても幅広く使われています。一概にその

ホルトホールと比較するのはどうなのかなとは思いますけれども、最近新しくできた施設で、県

内注目をされている施設ですので例として挙げますが、会議室の中で、スタジオ的な、それこそ

コスプレみたいな感じで撮影をしたりとか、そういったことにも使っているんですね。 

 それは多分営利目的ではないでしょう。だめだということにおいては、営利目的は使用するこ

とができないというふうにはうたっております。 

 なので、そういった少し、公民館ですと割とちょっとしばりがきついといいますか、なかなか

利用できる方のしばりがきつくって、ですので、少しちょっとゆるめていただいて、本当に営利

目的だとか違法なことをするような方には使ってはいただきたくないですけれども、少しその辺

を勘案していただければなと思います。 

 先ほど、稼働率と申しましたけれども、現公民館の稼働率はどのくらいでしょう。自治公民館

等は多分おわかりにはならないと思うので、中央公民館等で結構でございますが、稼働率を教え

てください。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長、野上悟君。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  それでは、池田議員の現公民館の稼働率についてお答えいたし

ます。 

 中央公民館の稼働率につきましては、平成２５年度と２６年度の稼働率を申し上げたいと思い

ます。 

 まず、平成２５年度の利用者につきましては、３万８,６０５人でございます。中央公民館は
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１１部屋ございまして、稼働率になおしますと５８.９％でありました。日平均になおしてみま

すと１０８名の方が利用しております。 

 次に、平成２６年度については、８月３１日現在で集計しております。全体の利用者が１万

７,４５４名、これも同じく１１部屋ございまして、稼働率は２５年度より２６年のほうが上回

りまして６８.９、１０％上回っております。日平均では１１５名の利用となっております。 

 なお、部屋別に見てみますと、公民館の１８名から２４名の小会議室という言い方を私たちは

しているんですが、その稼働率は８５％と中会議室以上に比べて稼働率が高くなっております。 

 ということで、一番必要なのは、常に会議をするのは１０名から２０名程度というような形で、

新図書館の行政スペースの部分においてもその程度の部屋がございますので、かなりの利用があ

るんではないかと、私個人は思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  やはり、大事なのは、稼働率を上げるということだと思います。

先ほども収入を上げるという意味においては、稼働率を上げる努力が必要かなと思います。 

 今、おっしゃいました１０人から２０人ぐらいの会議室の利用が多くあるということですので、

これいただいています図面の中で、２１人の人員が入る会議室が２部屋あります。こういったと

ころがフルに稼働することを願ってやまないわけですけども、大分市の、先ほどからもホルト

ホール比較に出してなんですけども、稼働率がすごく高いと、１年で、ちょっと数字のほうはあ

れでしたけど、すごく高い稼働率で推移していたということを新聞で拝見をいたしました。 

 魅力ある行政スペースとなるように、しっかりとやっていただきたいなと思いますけれども、

ちなみに図書館は教育委員会部局であります。従来どおりですと、行政スペースは、これ政策推

進課の担当になるんですかね。開館後も今のその縦割りのまま、建物の中に、担当課が２課、

２つの課が担当するということになるんでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  当然管理条例と設置条例ですね、を設置しないといけないとい

うふうには考えております。その部分については教育委員会部局、それから行政部門の部局とい

う垣根をとれる状況であれば、１本の条例という形にしたいというふうには考えておりますが、

その辺についてはちょっと先進地を、施設を研究しながらやっていきたいというふうには思って

おります。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  非常に私は日出町の今、中央公民館と、公民館、公民館って言っていま

すが、これが本当に公民館として勉強ばかりするところなのかと、社会教育法におけるですね。
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ですから、やっぱり他の地域では文化センターだとか交流センターだとかそういうふうにもう既

になってきている。ですから、私は今回の行政施設とこの社会教育施設をどういうふうに考えて

いくか、今度のこの表示もそうであります。今、商業施設は１階にあります。上に図書館とだけ

書くか、ふれあい交流センターと書いて図書館と行政スペースを書くか、いろいろその書き方の

問題が今回やっぱりあると思います。これ、課題でありますが、内部で検討をさせていただいて

おります。 

 ですから、今、他の議会でも随分御質問をいただいておりますが、今、地区公民館のふれあい

センターと地区公民館の役割、あるいは位置づけ、こういうものも考えていかないと、特に今、

地域で子供さんの問題、あるいはお年寄りの問題、地域防災の問題等々いろいろ考えていくときに、

従来の社会福祉法の範疇では処理できないという部分が多々出てきております。ですから、各市

町村でもいろんなこの方策を考えているのが実態であると。 

 日出町もホルトホールはホルトホールで大変貴重で、大変使っておるから高くなるんでありま

す。ですから、今回の中央公民館の利用料とこう比較したときに、どんどん上げていけば使う方

が少なくなればまた意味がないわけです。ですから、今、行政施設でどんどん料金をとってとい

うのはめったにないんであります。 

 ですから、そういうところのかみ合わせをどういうふうにするかというのは、今、議員御指摘

のとおり、大変重要な問題であります。ですから、じっくりその点は内部で詰めさせていただい

て、行政なんかで全部使用料をどんどんとるということはどういう意味なのか。やはりいろいろ

課題が残ってまいります。 

 ですから、余り大きい差をつけていかないほうが、皆さんが利用しやすいんだと。そういう意

味で、ただ一緒でいいかという問題になるとまたどうあるべきか、その辺課題になりますので、

これ内部で十分検討すべき事項であります。十分検討させていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  一番その弊害を生むのが縦割りだと思います。こんな小さな町で

そういった担当課が２つにまたがって、またどちらが担当するのかとか、いろんな弊害を生むの

が、今まで過去にもいろいろとありましたので、ぜひその辺はしっかりとお互いの共通の認識の

もとに、どちらが担当するということはまた別として、しっかりとやっていただきたいなという

ふうに思います。 

 次の質問に移ります。大きく介護予防への取り組みについてでございますが、平成２４年第２回定

例会６月議会におきまして質問をいたしましたけども、介護支援ボランティア制度について再度

質問をいたします。 

 この制度は、高齢者がボランティア活動を通じて社会参加や地域貢献をすることにより、高齢
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者自身の介護予防及び健康増進を図ることを目的としています。介護施設などでボランティアを

行うとポイントがもらえ、そのポイントを換金できるというものです。そのときにいただいた答

弁では、制度設計が大変複雑で、かなりの時間と労力が必要となる。対象者や活動範囲、換金方

法をどのようにするかを課内で検討した結果、すぐには無理であろうとのことでした。 

 それよりも２４年度から大分県全体で、埼玉県和光市をモデルとした自立支援型ケアマネジメ

ントを推進しますとの答弁をいただいております。ことしの６月議会でも私が地域包括ケアシス

テムの構築について申し上げましたが、できる限り、介護状態にならないための何らかの施策は

必要であると考えます。 

 自立支援型ケアマネジメントとも並行してこの介護支援ボランティア制度について再度検討し

てはいかがでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長、高倉伸介君。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  では、池田議員の御質問にお答えします。 

 介護支援ボランティア制度についてでございますが、介護支援ボランティア制度は現在県内に

おいては３自治体が取り組んでおります。議員がおっしゃるとおり、高齢者自身がボランティア

などの社会参加を行うことで、介護予防につながるというこの制度は、国が示すこれからの介護

予防の推進の方法として、高齢者が自ら活動、参加することによって、生きがいや自己実現を図

る取り組みに対し、支援していくという考え方に合致していると思っております。 

 地域医療介護総合確保推進法が６月に成立いたしました。また、それから７月２８日に全国都

道府県介護保険担当者課長会議が開催されまして、介護予防、日常生活支援総合事業のガイドラ

イン案というものが示されております。 

 そのガイドラインの案では、市町村を中心とした生活支援、介護予防サービスの充実が求めら

れております。元気高齢者、住民主体の活動、ＮＰＯ、社会福祉法人、社会福祉協議会、地縁団

体、協同組合、民間企業などの多様な主体による多様なサービスの提供の構築が必要となってお

ります。 

 そのサービスの構築にとって必要な資源開発やネット枠構築の機能を果たす生活支援コーディ

ネーターという役職を設置するように、この中でうたわれております。そのコーディネーターや協

議会の中で介護支援ボランティア制度などのような元気高齢者の社会参加による介護予防制度に

ついても日出町の特性に合ったものを考えて、幅広く考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  施設に委託を、委託というか、お願いをするとなかなか本当に仕

事をしていらっしゃる方との兼ね合いですとか、そういったものがあるので、その当時はできな
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いという答弁だったのかなというふうに思います。今、感じておりますけれども、施設だけに限

らず、地域の中で、例えば慶弔ボランティアでもいいと思うんですよ、お話を聞いてあげる、話

し相手になってあげるだけで、私もちょっと今１件ずっとこう通っているところがあるんですけ

れども、お話を聞いてあげるだけで本当に満足と言いますか、安心していただけるので、行くた

んびにあんただれやったかなっち言われるんですけど、それでもやっぱり行くことに意味がある

と思います。 

 先ほど、中津市と県内３市が実施しているということですけれども、内容的にはその１日上限

２００円とか、年間上限５千円とか、本当にボランティアですよね。そんなに大きなポイントと

かえられるとはいうものの、そんなに大きな金額ではありません。現金でなくて商品券との交換

とか、そういった形で行っているようです。 

 課長が今答弁していただきましたように、制度設計は日出町独自でしっかりやりやすいやり方

で考えていただければいいのではないかなと思います。ごみ出しだとか、ごみ出しのお手伝いと

か、男性の方にはちょっと電球、危なくない程度にちょっと電球をかえてもらえんやろうかとい

うことができれば、そういった介護保険では適用にならない、そういったものをやっていただけ

るボランティアが必要ではないかなと思いますので、ぜひぜひ検討をまた重ねていっていただけ

ればと思います。 

 次にまた関連と言いますか、介護予防サポーターについてお聞きをいたします。 

 介護予防サポーターとは、同じく高齢者が元気に暮らすことができる地域社会をつくることを

目的とし、地域において介護予防に関する意識の啓発や指導を行ったり、介護予防の行事への協

力を行うものです。自らも介護予防を実践し、介護予防や健康づくりをサポートするボランティ

アです。日出町にはこの介護予防サポーターの方は何人いらっしゃいますでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  健康増進課では介護予防のための転倒骨折予防教室等において、

運動の補助をしてもらう日出町健康運動普及推進委員さんという方を養成しておりまして、この

養成講座終了後に、自主組織の活動でありますボランティア団体さわやか日出というのに加入し

て活動をしてもらっておる方が、今３９名いらっしゃいます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  この介護予防サポーターとはまた違うんですか、それとも同じで

すかね。この介護予防サポーターというのは、何か養成講座がありますけども、それとはまた別

ですか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  広い意味では同じだと思います。こちらのほうも一応養成講座
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を設けておりまして、養成講座を修了した方でないとこのサポートに入ることはできません。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  今、３９名いらっしゃるということでしたけど、今後何人くらい

まで養成するとか、また目標人数の設定はありますか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  目標というのは、できるだけたくさんの方がこういうふうな講

座を受けていただいて、自分の健康、介護予防等にもつなげていただきたいし、地域の介護予防

の運動に手伝っていただければいいなということで、現在、毎年養成講座は行っておるところで

す。 

 目標人数というのは特につくっておりません。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  今、毎年とおっしゃいました、この養成講座は町単位で行うんで

すかね、別杵とかそういう広い範囲ではなくて、町の中で行うんですね。これは年に何回、受講

料はかかるんですか、無料なんですかね。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  受講料はただでございます。年１回行いまして、１５日間、約４カ

月かけて行っております。毎年と言っていますが、実際は、平成１２年度が初年度でございまし

て、その都度、必要に応じて設けていったんですが、平成２３年度から毎年実施しております。 

 今まで受けた方は１０１名ほど受講なさっております。その１０１名のうちの中で、さわやか

日出さんに入って活動なさっている方が３９名ということでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  そういう受講した後に、さわやか日出さんに入らなくても、例え

ば単独で、自分で、地域でとか別の団体をつくってとか、そういうことは可能なんですかね。そ

れともきちんとその団体に入らないとだめですか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  私の知っている限り、個人的に動いている方というのは、今つ

かんでおりません。さわやか日出さんに入って活動、ハッピー教室という、転倒骨折予防教室が

ありますが、そちらのほうに行ってもらったり、各老人クラブのほうに行ってストレッチを教え

たりしていただいているのは、全てさわやか日出さんを通している分しか、こちらのほうでは把

握できておりません。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  できれば今後、多くの要請と言いますか、その介護状態にならな
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い、自分のためにする、するというか、講習を受けるわけですので、ですので、そういった方た

ちがボランティアというか、そういった意識を啓発していくという活動を行うのに、団体に入ら

なくても、数がふえればですよ、どんどんふえていけば入らなくても、絶対に入らないといけな

いとか、入るのが悪いと言っているんじゃないんですよ。だけど、そういう個人的に活動ができ

る人もいるのではないかなというふうに思いますので、またそのサポーターとは言いません、今

そういう講習を受けた方をどのように活用、活用という言い方は大変失礼なんですが、町が主催

するのを、リフレッシュ教室だとかハッピー教室だとか、そういったことのサポートをしていた

だけるように要請をしていくのか、それともサポーター自身が主導して、自分たちでこういうこ

とをやろうと自主的に活動ができるような環境に持っていくのか。今後の展開としてどのように

考えているか、お聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  さわやか日出の方は、先ほど申しましたように、町が実施いた

します介護予防教室とか運動教室の補助ですね。介護教室の補助とかをお願いしておりますし、

また保健師等が健康お話し隊が行く事業ということで、各地区で保健の啓発をするときに自治公

民館等に行ってストレッチ等をしていただいております。 

 運動自体はこのような形になると思いますが、サポーター事業といたしまして、介護予防サ

ポーターといたしましては、運動以外にもたくさんできるんじゃなかろうかと思っております。 

 先ほど申しましたように、日常生活総合支援事業での多様な団体による多様なサービスという

ところで、こういうようなところによって、新たにまた創設されるサービスもあるんじゃなかろ

うかというふうに思っております。 

 こういうような形で、健康運動普及推進員だけじゃなく、違うサービスも含めた多様な事業を

展開していきたいなと思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  ぜひ期待をしております。町は事業者が全て提供するという構図

ではなくって、自主的に高齢者が自ら介護予防に取り組めるような環境、視点が大切ではないか

なと思います。 

 ボランティアと言っても、必ずその中にリーダーになり得る人というのがいると思いますので、

その方がリーダーとなって少し頑張っていただければ、またたくさんの団体とかグループができ

て、たくさんの介護予防に頑張れる人たちがふえてくるのではないかなと思います。 

 介護支援ボランティア、先ほど質問をした介護支援ボランティアと介護予防サポーター、同じよう

な内容のようになりますけれども、実際どちらも高齢者自身が元気高齢者として活動をしていく

ということですので、人のためのようにありますけども、実は自分の自立のためということで、
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元気で、いつまでも元気で自立していくということを目的に、しっかり取り組んでいただきたい

と思います。 

 次ですが、これ済みません、セニアカーと私通告書に書きましたけども、これはあるメーカー

の呼び名、呼称でありまして、全般にはシニアカーというそうです。で、このシニアカーの充電

箇所の整備についてお聞きをいたします。 

 シニアカーは運転免許を持っていなくても乗れるということで、免許証を返納した方やもとも

と車やバイクの運転をしない方も身体能力の低下により、足腰が弱くなった高齢者が歩くとなる

とちゅうちょするような距離でも、買い物や病院などへ自分の力で出かけることができます。歩

行者と同じ扱いということで、歩道をゆっくりと走っているのをよく見かけます。家庭の電源で

充電もできますので、手軽に利用する方が多くあると思います。 

 ただ、その外出先で充電の必要が生じた場合、充電箇所はありますでしょうか。役場正面にあ

るのは存じております。役場以外にはどこがあるか教えてください。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  私も役場以外のところは存じておりません。私もつかんでおる

のは、そこの南口のところにある１カ所だけでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  これ今後、整備と言いますか、充電箇所をつくる計画とかありま

すかね。普通の家庭の電源でいいんですけれども、そのコードを持って出ていないとかというこ

とがあった場合に、急遽その充電が必要になったときに、充電ができるその設備があると助かる

かなと思うんですが、その計画はありますか。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  今後、整備していく計画はということでございますが、現在の

ところ、町のほうで整備の要望とかいうのを聞いたことがございませんので、現在のところ、ま

だ整備の予定がありませんが、要望が多くなれば検討していきたいなと考えております。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  要望を今伝えましたけど、要望があったんですね。充電するのに

６時間から７時間かかります、満タンにするまでには。一度満タンにすると、走行距離が２５キ

ロ、２０キロから２５キロ、中には３０キロと書いてあるシニアカーもあるんですが、それは多

分車の走行テストのような平坦な道をずっとこう走ってのことだと思います。日出町、坂もあり

ます、上り坂もありますし、買い物をして荷物を積んで、重たい荷物を積んで帰る場合もあるでし

ょうし、だから一概にその２５キロ、３０キロというのはいかがなものかなというふうに、心配

するわけであります。 
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 うっかりその充電を忘れて、だけど出ていかないといけない、だけど帰りが帰れんかもしれん

という場合に、どこかに、そんなにたくさんは要らないと思うんですけども、支所ですとか、例

えばコンビニエンスストアですとか、そういったところに整備、充電できるところがあるとちょ

っと安心なのかなというふうに思いました。 

 ちなみに３０分充電すれば１.３７キロは走れるそうで、６０分、１時間充電すれば４キロほ

どは走れるそうですので、帰りの分ぐらいは充電ができるかなというふうに思いましたけども、

そういった要望の声が多くあれば、ぜひぜひそういう声にもお答えをいただきたいなと思います。

どうでしょうか、今後の要望について。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  シニアカーですかね、これ自体が、いわゆる先ほど議員のおっ

しゃったとおり、歩行者としての扱い方ということで、これは自動車等の交通手段のかわりとし

て使うのはいいか悪いかというのはちょっと必要に応じてあろうかとは思いますが、何とも言え

ないところなんですが、介護保険の対象とすれば要介護２以上の方、もしくは歩行の困難な方と

いうことで、認定者で医師の診断があった方が介護保険の福祉要望の対象として支給はしており

ます。 

 で、議員さんの質問を受けてから、町内の２カ所のスーパーに電話をして、こういうような要

望が今までございましたかというようなことを聞いたら、現時点ではスーパーのほうでもそうい

うのは聞いたことがございませんということでした。 

 もし、こういうようなときに、緊急な場合は対応していただけますかねっていうようなことを

聞いたら、緊急の場合は申し出てくれたら対応してもいいという回答がございました。 

 レンタルしている、介護保険の部分はレンタルになっておりますので、レンタルしている業者

に話を聞いたところによりますと、バッテリー切れとか故障があった場合、レンタルの契約に伴

いまして、レンタル業者がお伺いするというふうなことになっているそうでございます。 

 今、なかなかこの電動車椅子を歩行者として見るか、それとも交通手段としての大事なものと

して見るかというのは非常に難しい問題でございますが、皆様の意見を聞きながら、公民館とか

地区館とかできるところがあればやっぱりそういうところで、緊急な場合はできるんじゃなかろ

うかなというふうな考えもしておりますので、あと施設管理者等と相談をしながら考えていきた

いなと思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ８番。 

○議員（８番 池田 淳子君）  ただではないので、電気もお金のかかることですので、むやみや

たらにそういうお願いをして申しわけないなという思いはあるかと思います。 
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 で、そうやって快く緊急の場合はっておっしゃっていただけたところに関しては、ここで充電

ができますよと、何かこう表示まではいいのかな、ちょっとわかるとありがたいかなと、親切か

なというふうに思いました。 

 以上で質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ３番、上野満君。 

○議員（３番 上野  満君）  ３番、上野です。一般質問を行います。 

 最初に、日本ＴＩ日出工場跡地についての質問です。ＴＩからの無償譲渡を受け、全施設を町

が引き継ぐことになりましたが、これまで４つの課題が見えています。１つ目は土壌汚染の件、

２つ目は耐震調査の件、３つ目は工場の建物の利活用の件、４つ目は駐車場やミカン畑の敷地の

利活用の件です。 

 この中で、工場の建物の利活用に関しては、昨日、答弁をしていただきましたので、残りの

３件についての進捗状況を教えてください。 

 次からの質問は質問席から行います。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長、河野晋一君。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  上野議員の質問にお答えします。 

 土壌汚染につきましては、ＴＩ社が土壌汚染対策法に基づきまして、調査報告書を５月２７日に県

に提出いたしましたが、その結果、７月１５日に県のほうが形質変更時要届出区域に指定をいた

しました。 

 この意味は、今後、汚染箇所の土を当たる場合は届け出が必要ですが、今回は特に対策をとる

必要はないということでございます。 

 土壌汚染対策では、土壌溶出量基準を超えた調査箇所の土壌に含まれている有害物質が地下水

に溶け出し、その地下水を人が飲み続けたときの健康リスクを危惧するものでありまして、今回、

県が形質変更時要届出区域に指定した指定の基準、根拠というものは、汚染箇所に近い、工場敷

地内ですが、観測所４カ所の水質検査において有害物質が検出されておらず。そのことにより健

康被害の生ずるおそれがないと判断したものでございます。 

 しかしながら、皆様方の不安を少しでも解消するため、今後年１回、３年間水質検査を行うこ

とをテキサス社に要望をいたしております。 

 また、町としましても、今回自主的な水質検査の必要性を認識しておりまして、検査機関に検

査依頼を行う予定であります。 

 それから、汚染箇所１８カ所のうち、土がむき出しになっている２カ所につきましては、土壌

の除去作業をＴＩ社のほうで自主的に行う予定になっております。 
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 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長、川野敏治君。 

○財政課長（川野 敏治君）  続きまして、耐震調査の進捗状況はという御質問にお答えさせてい

ただきたいと思います。 

 現在、工場等の建物の耐震調査は、平成２６年８月１２日に株式会社あい設計大分支店 支店

長佐藤彰洋氏と委託契約をかわしております。契約金額が８４２万４千円、工期が平成２６年

８月１３日から平成２７年３月１０日まででございます。今後、図面の確認や現地調査を行って

いく予定でございます。 

 続きまして、駐車場跡地やミカン畑の利活用はという御質問でございます。 

 駐車場跡地やミカン畑がある場所は、町道北側の約８ヘクタールの用地の中にございます。こ

の土地も企業誘致候補地となっておりますので、今後、進出企業が決定すれば立地するようにな

ろうかと思います。当面は現状での管理を行わなければならず、現在、この範囲でお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、駐車場跡地の利活用で現在予定をされておりますのは、１０月中旬に日出町内を会場と

いたしまして、１千人規模の大会が開催される予定になっております。この際の駐車場として利

用する予定になっております。また、過去には近隣企業の駐車場として貸し出しを行った経緯も

ございます。 

 現在では、駐車場以外の利活用の予定はございませんが、今後、催し物の会場などの利用とか

もできればと考えているところでございます。 

 また、ミカン畑のほうは、農林水産課のほうと合同で協力のもと、今年度につきましては大神

地区の区長会の御好意で草刈りや防除、そういうものをボランティアでやっていただいておりま

す。現在、ミカンが実りつつありますが、ミカンが実れば何か有益、有効なことに利用してもら

いたいと、そういう意向も受けているところでございます。 

 今後もミカン畑として存続できる期間につきましては、手入れを行っていろいろな利活用も考

えていきたいと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  土壌汚染の件についての確認ですけれども、形質変更時要届出地

域ということは、土壌汚染対策法に基づく用語と思いますけれども、内容として、先ほど説明を

された健康被害に生ずる恐れがない、このまま使用するのであれば汚染除去等の対策は必要ない

という区域に県が指定したという理解でよろしいですか。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 
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○商工観光課長（河野 晋一君）  基本的にそのように解釈していただいて結構だと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  健康被害が生ずる恐れがないと県が認めたことでひとまず安心し

ました。水質調査結果並びに耐震調査結果につきましては、結果が分かり次第報告してください。 

 ミカン畑を維持する上で、また維持管理費がふえるのでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  ミカン畑の利活用については、とりあえず今年度につきましては、

先ほど御報告申し上げたとおりでございます。しかし、現在、議員が御指摘のように、維持管理

費等の心配もございます。今後、ミカンにつきましては、ミカンそのもののオーナー制度とか実

ったミカンを事前に１本いくらとか、そういうような形ででも募集をして、そういう資金で維持

管理をできるような形態をとれないかとか、そういうことを今からもずっと考えて、維持管理費

等については余りかからないような方法を工夫して、今後考えていきたいと思っておるところで

ございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  なるべく費用のかからない運用をしていただきたいと思います。 

 駐車場跡地に関しましても、さきの教育委員との意見交換会の中で、同僚議員よりあそこに給

食センターを建設してはどうかという意見も出ていました。その案も含め、有効な利活用の検討

をしてもらいたいと思います。 

 維持管理費が年間１,９００万円もかかるわけですから、早急に対処しなければ、毎月

１６０万円の損失になります。負の遺産を背負うことにならないよう、早い時期に計画を打ち出

して対処していただきたいと思います。 

 では、次の質問に移ります。漁業支援についてですが、鮮魚のさばき所もできましたが、これ

から水産振興のために町としての短期、長期的な施策をお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長、岡野修二君。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  上野議員の質問にお答えいたします。 

 水産業を取り巻く環境につきましては、燃油価格の高騰、それから担い手の高齢化、それから

環境の変動に伴う水産資源の減少、魚価の低迷などによりまして、大変厳しいものになっており

ます。当面の取り組みといたしましては、現在、漁協のほうで行っておりますマコガレイ、クル

マエビ、ガザミ等の種苗放流、あるいはナマコの魚礁の設置に対しまして、引き続き支援をして

いきたいと、そのように考えております。 

 また、県及び大分市、別府市、杵築市とともに平成２５年度から３カ年計画で海底耕耘事業を

展開しております。そういうことで、海底環境の改善に広域的に努めていると、そういう状況に
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ございます。 

 今後の計画といたしましては、まず町を代表いたします城下かれいの増殖に努めていきたいと、

そのように考えております。日出町独自で中間育成期間を延長いたしまして、１０センチを超え

る大きさにまで育てて、それから放流すると、そういう技術を確立していきたいと思っておりま

す。これにつきましては、昨年の平成２５年から実験的に取り組んでいるところでございます。 

 加えまして、アマモ場ですね、アマモ場の造成を引き続き行いながら、稚魚が安心して住める

環境づくりにも引き続き取り組んでいきたいと、そのように考えております。 

 また、新たな特産品として取り組んでいますハモでございますけど、昨年オープンいたしまし

た鮮魚さばき所の機能を活用いたしながらメニューを今後ふやしていったり、消費拡大につなが

るような活動を、漁協関係者、そして飲食店、そういうところの協力を得ながら取り組んでいき

たいと思っております。 

 さらに、青年部で試験的に行っていますカキの養殖でありますが、そういうものを今後、本格

化していく、あるいは女性組織の力等を借りながら、これまでやってこなかった加工品、干物と

か天ぷらとか、そういうものにも取り組むなどしながら、新たな挑戦を行いながら、水産業の発

展に努めていきたいと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  カレイの中間育成の件ですけれども、５センチから１０センチ程度に、

５センチメートルくらい、今まで、の稚魚を放流していたのを１０センチ程度に育ててから放流

するということです。それは意にかなっていそうなんですが、５センチで放流した稚魚が育たな

い原因はほかの魚に食べられているのか死んでしまうのか、またほかに原因があるのか、その辺

判明していますか。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  今まで５センチで放流しておりましたが、５センチのときの重

さ、体重というのは約１グラムなわけです。というところで、やはりほかの魚のえさになってい

るというか、食べられてしまう部分がかなり多かったのではないかと思っております。 

 それに対しまして、１０センチぐらいまで大きくしますと、約５０グラムまで育ちますので、

これならばある程度ほかの魚に襲われることなく生き延びる可能性はふえるのではないかと、そ

のように考えているところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  １０センチに育てて放流することが効果が出ることを期待してい

ます。 
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 海底耕耘に関しましても効果が出ていると漁業関係者の方から聞いていますので、ぜひ続けて

いただきたいと思います。 

 また、今後、後継者不足の問題や燃料費高騰に対する支援についての考えがあれば聞かせてく

ださい。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  燃油価格の高騰につきましては、現在リッター当たり１００円

を超えるというところで、大変厳しい状況になっております。昨年、燃油の価格、燃油対策の補

助としまして、８８.２円以上で購入した燃料につきまして、リッター２円の助成をいたしまし

た。 

 実績といたしましては、約３０名程度だったと思います、申しわけありません。約５０万円程度の

支出をしているところでございます。 

 今後、やはり一過性でお金を上げるというんでなくて、これから、今後につながるようなやは

りそういう放流でありますとか、いろんなところについての支援という形で行っていきたいと、

そのように考えております。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  では、よろしくお願いします。 

 また、多くのお客さんが港の朝市に魚を買いに来ることで漁業者のほうも潤うので、魚のさば

き所もできたことですし、ハモや新鮮な魚を多くの方が市場に買いにきていただけるよう、港の

朝市のＰＲも積極的にやっていただきたいと思います。 

 では、最後の質問です。国東半島宇佐地域の６市町村が世界農業遺産に認定され、もう１年以

上が経過しましたが、この認定を受けて、日出町として何もビジョンが見えてきませんが、日出

町としてビジョンがあれば聞かせてください。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  世界農業遺産についての質問についてお答えいたします。 

 現在、活動といたしましては、保全啓発、それから情報発信、ブランド化の推進と、３つの柱

として広域の協議会とともに活動を行っているところでございます。 

 保全啓発といたしましては、シンポジウムへの参加、あるいはオープンセミナーの開催、中学

生を対象といたしました外部講師によります特別授業、そして昨年はシイタケの駒打ち体験など

を実施してきたところでございます。 

 情報発信といたしましては、ひじ産業まつりにおきまして、認定記念コーナーを設けまして、

町内産の新米と干しシイタケをセットにいたしまして２００セットほど販売したと、そういうこ

とを行っております。 



- 107 - 

 また、ソラシドエアの協力によりまして、大分空港内で日出町の観光パンフレット、そして今、

日出のひじん水とか、あと日出町特産のデコポンとか、そういうものをお客さんに配るなどして

ＰＲ活動を行ったと、そういうことでございます。 

 また、ブランド化の推進といたしましては、現在、協議会の、全体の協議会の中で干しシイタ

ケと七島イにつきましてはブランド認証制度というのができております。しかし、日出町におき

ましてはそれの活用というのがうまくできていないというのが現状でございます。 

 世界農業遺産になったからと言いましても、できたものが、農産物等が直接価格に結びつかな

いと、ここが一つ大きな問題ではございますけれど、まずは日出町の中でいろんないいものをつ

くりながら、日出町のいろんなギンナンでありますとかキュウリでありますとか、いろんな特産

品もございます。そういうものにつきましても、今後そういう認証制度の対象になるように働き

かけを行っていきたいと、そのように考えているところでございます。 

 また、将来のビジョンといたしましては、やはり日出町につきましては水、そして湧水ですね、

それがやはりキーワードになってくると思っております。作物栽培に水というのは必要でござい

ますし、そのもととなりますため池でありますとか水路の保全、そして森林や農地の管理により

ます豪雨災害の防止、それから水に関係します祭り事とか、いろんな習慣とか、そういうものが

ありますので、そういうものを今後大事にしていくと、そういう活動のも取り組んでいきたいと

思っております。 

 また、海につきましては城下かれいを中心にいたしまして海産物資源の確保等に取り組んでい

くと、そういう形で世界農業遺産に認定されたことを誇りにしまして、これからの日出町の発展

につなげていきたいと、そのように考えているところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  今、日出町独自の考えを聞かせてもらいましたが、６市町村合同

で何かをやるという計画はありますか。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  ６市町合同でというところで、現在でもいろんな活動を行って

おります。さっきも言いましたように、シンポジウムとかは全体に行うとか、それから中学生の

特別授業も６市町村全ての中学校で行っていると、そういう現状にございます。そのほかにも今、

有害鳥獣、特に今、鹿のほうが全体的に問題になっておりまして、それの密度調査を一斉に行う

とか、行っております。 

 今後につきましては、やはり６市町村合同で東京の坐来大分、それ以外もほかの福岡でありま

すとかそういう県外のほうに一緒に出店しながらＰＲ活動を続ける、行っていくと、そういう活

動に取り組んでいきたいと、そのようなことが計画されていると、そういうところでございます。 
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○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  最後になりましたけれども、この件に関して町長何かあれば。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤 義見君。 

○町長（工藤 義見君）  上野議員の、余り農業遺産として成果、効果が上がってないんじゃない

かと、こういう話でありました。確かにそういう面で、これは長い期間を見ながら対処していく

問題だと思います。 

 この機会でありますから、農業遺産というのはどういうことを意味したのかということを、こ

の席から私はちょっと申し上げておきたいと思います。 

 当然、昨年でありますが、５月３０日に日出町を含む国東半島地域の６市町村が世界農業遺産、

ＧＩＡＨＳというふうに言っておりますが、認定をされたということは御案内のとおりでありま

す。そのときに食料の安定確保を図る国際連合食料農業機構、ＦＡＯでありますが、認定するこ

のユネスコの世界農産、世界遺産、文化遺産というものとは違った意味でありまして、文化遺産

については、世界遺産については不動産を認定すると、こういうことになるわけでありますが、

世界農業遺産は次世代に継承すべき伝統的な農業の仕組みをここで国東半島を認定をして、その

保全と持続的な利用を図るものであると、こういうことになっているんであります。 

 現在、世界で２５、そして日本では５カ所というふうになっておりますが、この国東半島の基

本的なテーマ、何て言いますか、コンセプトがクヌギ林とため池がつなぐ国東半島、宇佐の農林

水産業循環について指摘しているわけです。これは、雨が降って少なく、雨が非常に少ないわけ

でありますから、この地域には１,２００のため池がある、日出町は５７ほどでありますが、こ

ういうものを、ちゃんとため池があって下流域の農業、産業、いろんなものがあると、こういう

ことで議員の御案内のとおりだと。稲作だけではなく、豊富にあるクヌギ林を使った原木シイタ

ケの栽培や七島イの栽培がこの地域で行われていると、こういうことで、伝統的な農業文化をく

み上げて、私はこういうしっかり見直すことによって、地域の発展を図ろうということで、特に、

外国人の方は、この原木に菌を打ち込んでシイタケが出ると、ヨーロッパの文化にはないようで

あります。 

 こういうものが国東半島を中心にこの中にあるということが大変大きな評価となっているとい

うふうに言えると思います。ため池や水路の管理、いろんなのを通して、そこには共同社会が存

在しているということになっております。 

 協力体制がどうしても農耕文化の中では必要だと、そういうようなことで、農村社会、文化が

成り立っていると、いろんなことを考えて、この指摘されております。 

 したがって、豊かな水や収穫を祈る習慣、こういう祭りもあります。それからまた、貴重な動

植物もいますし、また先人が守り続けてきて高く評価をされると、いろんな資産がこの中にある
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ということであります。 

 先だってから大分県全体挙げて、デスティネーションキャンペーンと言いますが、これは宣伝

販売促進会議というのを既に大々的に県を挙げて、先だって行いました。その中で、全国のエー

ジェントの皆さんが北海道から全国を当たってこの大分で、別府市で大会があって、各班に分か

れて、Ｂ班が中津、あるいは宇佐、日出を回って非常にレセプションをやったりしてエージェン

トの皆さん方に紹介を、この地域の紹介をしたと。その中に農業遺産というのは大変大きく評価

されていると、こういうことを私は言えるんではないかなと、そういうふうに思っております。 

 だから、したがって、この以外に、やっぱり国東半島の素晴らしさというものは、国東半島宇

佐の文化財を守る会というのがあります。また、キリシタン南蛮文化交流協定を結んでこの地域

を検証していこうという動きもあります。 

 また、オラショの巡礼の道ということも発足しております。さらに、日本風景ガイドというこ

とで、国東半島の海べの道ということが評価されております。豊の国の天然ロマンのこの観光圏

ということにもなっております。非常にこの地域は、非常に私は、特にその中で日出町は全てこ

の中に入っていると、私は素晴らしいことだと、そういうふうに思っています。 

 確かに時間的にかかってまいりますが、こういうことをしっかり踏まえて、連携しながらこの

地域の発展の大きな起爆剤として、これを私どもがいかに利用できるか、活用できるかというこ

とに尽きるわけであります。精いっぱい努力させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ３番。 

○議員（３番 上野  満君）  今、町長からデスティネーションキャンペーンの件も出ましたが、

この前、ホームページを見たら日出町のところ何も載っていないんですよね。何と言いますか、

特急がとまる別府、杵築関係しか載っていなかったんですが、ぜひちゃんとＰＲをやって、ホー

ムページに載せていただけるように頑張ってください。 

 農業を始めようとする人がＵターンやＩターンでふえるような魅力あるビジョンを打ち出して

実現してもらいたいと思います。 

 これで、私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ９番、工藤健次君。 

○議員（９番 工藤 健次君）  ９番、工藤健次です。通告に従って一般質問を行います。 

 はじめに、小中学生の安全教育についてお聞きをします。 

 最近はインターネットによる犯罪の増加で、小学生や中学生等が犠牲になっており、岡山県倉

敷市の女子児童誘拐事件や熊本県人吉市の女子高校生殺人事件など、事件が続いたので、皆さん
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の記憶には新しいと思います。 

 中央教育審議会の専門部会が中学校の道徳の時間を特別の強化とするよう求める報告案を大筋

で了承したと新聞報道がありました。その中で、報告案は学校でのいじめが深刻さをましている

ことを踏まえ、人間の弱さや困難に立ち向かう強さを取り上げるテーマとして例示した、それか

らネットを利用する際の情報モラルなど、今日的な問題も取り扱うよう提案しているとのことで

した。 

 そこで、日出町ではインターネットの危険性等の安全指導教育の現状がどのようになっている

か、御答弁をいただきたい。 

 次からの質問は質問席で行います。なお、答弁は簡潔に願いたい。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長、恒川英志君。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それでは、工藤健次議員の御質問にお答えいたしま

す。 

 今現在、学校現場におきましては、ネットモラルに関する授業は小学校、中学校とも教育課程

に位置づけらえております。それを学校公開日、ＰＴＡのときに行うなど、保護者への啓発も工

夫しているところでございます。 

 特に、携帯電話の所有率が高くなるであろう中学校では、生徒、保護者を対象にした出前授業

や講習会を毎年開催しております。またＰＴＡ総会、懇談会で資料を提供し、ネットモラルの重

要性を啓発する取り組みをしております。 

 具体的には、守ろうネット三原則などというシートを作成いたしまして、家族の約束事を記入

し、家庭の見える場所に張って、親子で、家族で守る取り組みをしている学校もあります。 

 このネットモラルに関しましては、子供たちだけの指導ではなく、保護者と連携をしながら各

学校で取り組む必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、最初の携帯電話とパソコンの所有実態とか、そういう

ところの多分調査をされていると思うんですけど、そこを御答弁いただきたい。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それでは、携帯電話、パソコンの所有実態はとの御

質問にお答えいたします。 

 まず、携帯電話でございますが、小学生は低学年で約２４％、高学年で３５％、中学生では

２９％となっております。今回の調査では、小学校高学年の所有率が高くなっております。 
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 パソコンについてでございますが、児童生徒が固有にパソコンを所有している率は１割にも満たな

い程度でございますが、今各家庭にパソコンがございます。そのパソコン、児童生徒が家庭で使

用可能なパソコンがあるかどうかの調査を行ったところ、小学校低学年では約２９％、高学年で

５２％、中学生では６９％家庭に自分が使用可能なパソコンがあるという回答を得ております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  まだ所有は少ないと思うんですけれども、スマートフォンが最近

ほとんどではないかと思います。このスマートフォンについてはどういう数になっていますか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  携帯の目的でございますけれども、小学生は主に保

護者との連絡用になっております。中学生になるとそれに加えて友達とのコミュニケーション

ツールとして所有するということで、小学生のスマートフォンの所有は非常に低くなっておりま

すが、中学生はもうほとんどの生徒がスマートフォンの所有となっております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  スマートフォンが今だんだん主流になってスマートフォンでメー

ルとかいろいろラインとかいろいろそういうことになって、それから援助交際とかそういうとこ

ろにこう入っていくと思うんですけど、先ほどＰＴＡとかを通していろいろ保護者の方にもいろ

いろ話をしているということなんですけど、警察のほうは、今サイバー補導ということをしてい

ると思うんですけど、そういう面についてもやはり保護者とかには連絡をしていますか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それではお答えいたします。 

 先ほど申しましたように、保護者への外部講師を招いてというお話ですけれども、その中に警

察署の生活安全課の方、または県のサイバーネットワーク関係の方々も招いてしている学校もあ

りますので、そういう機会に保護者への啓発はしております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、次のいじめとも絡んでくるんですけど、いじめも最近

は多分ネットによるいじめが多分データ上出てきていると思うんですけど、この数についてお聞

かせを願いたい。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それでは、いじめの件数についての御質問ですが、

今年度７月に調査をいたしております。いじめの総数が小学校５９件、中学校３６件上がってお

ります。うちインターネットに関係するものは、小学校で１件、中学校で２件発生しております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 
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○議員（９番 工藤 健次君）  ネットでやると顔が見えないんですね。それで、送るほうは半分

冗談でも、文字だけなんで、受け取るほうはそれでもうきつくとったりして、そこから多分いじ

めとか発展して、最後は自殺とかそういう命にかかわることに発展してくるんで、そこら辺の指

導をしっかりやっていただきたいと思うんですけど、この辺についてどういうふうに考えていま

すか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  おっしゃるとおり、いじめに関しましては今重大事

態と言われる事態が全国各地で起こっております。もちろんそうならないように、いじめにつき

ましては早期発見というのが大原則であります。その早期発見に努めるように、各現場では工夫

をこらし、先ほど申しましたアンケートもそうですし、日々の子供たちとのコミュニケーション、

それから実態の観察等々をしながら早期発見に努めているところでおります。 

 それから、インターネットのトラブルにつきましては、なかなか発見が難しいと。これは主に

家庭で起こることがほとんどでございますので、その辺は家庭にも十分協力して、啓発しながら、

そういう子供たちのおかしな様子がないかどうかというのは、十分に把握してもうらようにして

おりますが、最近のスマートフォンの発達とか、それから今はゲーム機でもそういうメール機能

がついたものもあるそうです。そういう危機の発達に我々大人がついていっていないという実態

が多々ありますので、我々教育関係者、それから保護者ともにその実態を把握する必要があると

いうふうに感じております。 

 その発見をした場合は、即座に子供、それから保護者を巻き込んだ指導に努めておる次第でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、次の質問に行きますけども、声かえ事案とかこういう

ところも安全教室の中にこう入ってくると思うんですけれども、声かけ事案のそういう実態につ

いて把握している状況をお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  声かけ事案の把握状況はとの御質問ですが、今年度

４月から不審者情報が６件報告が上がっております。このうち、声かけ事案は３件であります。下

校途中に車に乗るよう言われたり、コーヒーを飲まないかと、家に入りよというような声かけで

ございます。いずれもすぐに逃げ、実害はございませんでした。その後すぐに保護者から学校の

ほうに連絡を受け、学校から日出警察署の生活安全課のほうに通報、パトロールの強化を要請し

た次第でございます。 
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 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  今、声かけが３件ということだったんですけど、日出の町内にも

やはりこういう事案があります。毎年多分あると思うんですけども、下校時、特に通学路の安全

対策にこうかかってくるんですけども、先ほどのどこか、岡山の倉敷の事件とか、それから以前

にあったどこですかね、関東の群馬県のほうでしたかね、子供が友達と別れて１人にこうなると

いう多分状況は、これ出てくるんですけども、そういうときに被害に遭ったりとか、そういうこ

とになってくるんですけども、その後の防犯ブザー、防犯ブザーを多分１年生とか幼稚園に入っ

たときに多分配付していると思うんですけども、その配付、それをずっとどこら辺まで２年生、

３年生、小学校、本当は６年生までずっとこう携帯しているのが理想と思うんですけど、そこら

辺の調査とかそういうことはされていますか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それでは、防犯ブザーの配付と携帯の状況はとの御

質問ですが、町立幼稚園の入学時より、町より全園児対象に配付しております。小学校入学のと

きにその他の園からの入学児童に対しまして配付しております。 

 ですから、小学校１年生では全員持っている状況は今現在つくっておるわけですけども、実際

の携帯につきましては、小学校１年生はもう当然、ほぼ全員携帯しておりますが、２年生になり

ますと約半数、学年が上がるにつれて徐々に下がってきております。今回の調査では小学校の

６年生の携帯の所有率ですけども、防犯ブザーの所有率でございますが、１２.３％と低くなっ

ております。 

 携帯をしなくなるきっかけというのが、まず電池切れ、それから破損によるものが非常に多い

実態がございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  せっかく防犯ブザーですね、配付して、これ目的は、やはりその

自分の身を自分で守るという、そういう教育の一環ですよね。それを小さいときからやはりそう

いうのをずっと持たせて、最低小学校６年上がるまで、毎日持たせて、学校のほうもやはり調査

をするべきじゃないかと思います。 

 保護者にも協力してもらって、やはり故障したりとかそういうことが出てくるんで、そういう

ときにはやはり保護者のほうと話をして、保護者に例えば、電池がえをするとか、買いかえても

らうとか、そういうことで、小さいときからやはりそういう自分の身を守るという意識づけを学

校のほうでやはり欠かさなくやっていただかないと、今町内に、例えば見守り隊とかそういう組

織が警察のほうで聞いたら、日出町内だけでは９団体ぐらいあるということなんですけども、そ
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の団体、ボランティアでこうやっているんですけど、そういう人たちが隅々まで実際に活動でき

るかというと、なかなかそこまでいかないんで、最後は自分の身を守るのは、防犯ブザーとかそ

ういうところにいくと思うんですけど、この点教育長、どういうふうにお考えですか。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長、西野智行君。 

○教育長（西野 智行君）  工藤議員のほうから、子供たちの安心、安全という観点からの、大変

御心配をいただいて御質問をいただいているということでございます。子供たち、下校時の、特

に通学路の安全対策ということになるわけでございますが、地域の方々の御協力もいただきなが

ら、そういったところの確保を、交通指導員さんを初め、ＰＴＡあるいは老人会、それから民生

委員さん、さらには地域の、先ほど議員お話ございました自主団体の方々に御協力をお願いして

いるということでございます。 

 こういった方々にはもう毎日対応していただいておりまして、教育委員会としても心から感謝

を申し上げる次第でございます。今後とも引き続きその辺についての御協力ですね、お願いをし

て子供たちの安心安全ということについて、教育委員会としても務めてまいりたいというように

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  防犯ブザーですね、防犯ブザーはじゃあ６年生まで、６年生が

１２.３％、これを引き上げていくような、そういうお考えはないですか。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 

○教育長（西野 智行君）  防犯ブザーについて実態を今、担当課長のほうから報告をさせていた

だきましたけれども、今後、大変重要な、身を守るツールとして現在有効なものでございますの

で、これについて、いろんな事情で携帯率が下がっているということでございますので、これに

ついて再度、学校を通じて保護者の方にも十分な対応をとっていただくように指導をお願いして

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  昨日から、少子化とか人口減とかそういう質問もいっぱい出てま

すし、それから災害の件についても、いろいろこう出てます。先ほどから言っているように、や

はり身を守るのは、最後はいろんな手を尽くしても最後は自分なんでしっかり子供にやはりもう

小さいときからそういう、せっかく防犯ブザーを渡してやってきているんで、一番多分有効な手

段ですよ、今の状況、１人になる状況からすれば、声を出しても声はしれとるし、防犯ブザー、

今は昔に比べたらもう価格とかも安くなっているし、小型になって携帯しやすいようにこうなっ

ているんで、声かけ事案も毎年３件とか、そういうふうに、もうことしで３件発生しているとい
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うことなんで、いつどこでその計画的な犯行もあるし、衝動的にそうする犯行もあるんで、そう

いうことを考えたら、なかなか隅々まで行き届かないんで、そこら辺はしっかりやるということ

で答弁をいただきたいんですけど、いかがですか。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 

○教育長（西野 智行君）  最終的には、保護者の方が子供さんにしっかりと持たせるということ

が、やはり必要になるんだと思います。ですから、その辺のお願いが教育委員会としてもその必

要性について十分話をして、その実施携帯率上がるように最大限の努力をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  事故が起これば多分教育委員会の姿勢とかいろいろそういうこと

が追及されてくるんで、できるだけＰＴＡとか保護者とかそこへしっかりとその危険性とかそう

いうことを伝えて、携帯率が上がるように、ぜひそのやっていただきたいと思います。 

 それの安全教育に関係して、次は薬物乱用等の安全教育、ここの部分を聞きたいんですけども、

ここも危険ドラッグ、前は脱法ドラッグと言っていたんですけど、今は名称は危険ドラッグとい

うことでかわって、警察とかそういうところもいろいろ立ち入りしたり、店を立ち入りしたりと

かいうことでしていっているんですけど、なかなかここも、この部分もネットとかでいろいろ方

法もあって手に入りやすいこういう状況になっていますので、保健所とかライオンズクラブとか

薬物乱用防止教室とかそういう教室もこうやっているんで、そういうところの活用を積極的にや

って、繰り返しこういうことはやっていかないと忘れてきて、何もないからこのままずっといけ

ばいいというような考えでは、どこでどういう事故が起こるかもわからないんで、この点につい

ては考えはいかがですか。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  それではお答えいたします。 

 今、工藤議員おっしゃったとおりでございます。我々もそういう認識で取り組んでおります。

新聞、テレビ等で危険薬物に関する事件、犯罪等が頻繁に報道されている中、子供たちが将来に

わたってそのような事件に巻き込まれることのないよう、正しい知識を教えていくことが非常に

重要なことと捉えております。 

 それを受けまして、薬物乱用防止教室を日出町ライオンズクラブ、それから東部保健所等の御

協力を得ながら、中学校を中心に実施しております。 

 ここ数年、小学校の中でも６年生あたり、高学年を中心に薬物乱用防止教室を取り入れている

学校もふえてきましたので、今後も教育委員会といたしましても推進していきたいというふうに

考えております。 
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 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  では、その次の最後は、ずっとネット、それから下校時の安全対

策、それから薬物乱用、こういうところに行ったんですけれども、最後は保護者とか地域とかそ

ういうところ、先ほど身を守るのは本人なんですけれども、そういう連携が、これもまた大事な

部分なんですけども、今後の体制についてどういうふうになっているかということを御答弁いた

だきたいと。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  保護者、地域との連携体制はという御質問にお答え

いたします。 

 まず、下校時の通学路の安全対策についてでございますけれども、先ほど教育長のほうから答

弁を申しましたとおり、登下校時には交通指導員さんを初め、ＰＴＡや老人会、それから民生委

員さん、さらには地域のうち自主団体の方々に御協力願いまして、交通指導や見守り活動をして

いただいております。大変教育委員会としても感謝しているところでございます。 

 また、昨年度は生徒指導総合連携推進委員会の中の取り組みとしまして、通学路における子供

連絡所の再点検を行ったところでございます。これについても毎年児童生徒には周知しておりま

す。 

 それから、インターネットモラルに関する件につきましても、当然家庭で起こることが多うご

ざいますから、保護者の御協力を得ないことには、これは解決するものではないというふうに考

えております。 

 内容につきましては、さきに申しましたとおりで、保護者を巻き込んだ子供たちのネットモラ

ルの向上、トラブル排除について、今後ともますます力を入れて指導していきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、最後に、道徳の時間って小中どのぐらいあるんですか

ね。 

○議長（熊谷 健作君）  学校教育課長。 

○教育委員会学校教育課長（恒川 英志君）  道徳の時間はという御質問ですけれども、年間

３５時間の教育課程上では計画をとっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 
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○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、一番最初に言ったんですけど、道徳も特別な教科にこ

うなっていく、１８年ぐらいからなっていくようなですね、その中で、先ほどインターネットと

かそういう部分、そういうところも入れるようにというような多分指導にこうなってくるんで、

それを待たずに今からでも繰り返しそういう危険性とかそういう命を大事にするとか、そういう

ことをしっかりやっていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  お諮りします。一般質問の途中ですが、ここでしばらく休憩したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩いたします。午後１時

１０分より再開いたします。 

午後０時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時08分再開 

○議長（熊谷 健作君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。９番、工藤健次君。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、引き続き質問を続けます。 

 次は、公共施設の広域建設等についてお聞きをします。 

 国は、公共施設の老朽化や少子化等で施設の建てかえ対策として広域で建設や広域で利用する

ことを進めています。広域建設や利用についての考えをお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長、井川功一君。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、広域に建設することについての検討はということに

ついて御答弁させていただきたいと思います。 

 広域的な連携、調整を進める方法といたしましては、複数の市町村が合併する市町村合併、そ

れから個々の市町村がそのまま関係市町村、連携する調整をする広域行政の２つの方法があろう

かなというふうに思っております。 

 で、広域行政は、地方自治法に基づくものと基づかないものに大別されます。法に基づくもの

の中には機能的な協力を行う協議会、機関等の共同設置、事務委託と組織的な協力を行う一部事

務組合、広域連合等がございます。法に基づかないものの中には、定住自立圏や公共施設の共同

利用等があるわけでございます。 

 公共施設の広域的な建設につきましては、法に基づく組織的な協力が必要になってくるという

ふうに考えております。 

 現行の一部事務組合の共同処理する事務の内容に新たに追加するか、また別に新たな組織を立
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ち上げるか、近隣の市町村と協議をしながら決定をしていかなければならないというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  午前中も同僚議員から公共施設の老朽化についての質問がありま

した。これから老朽化した公共施設、例えば耐震化もやっていくだろうし、それから建てかえ、

公民館とか陳情とかそういうことも出てきてますので、建てるかそのまま回収してとか、いろん

な方法があると思うんですけど、周辺の自治体もやはりそういう問題に直面していると思うんで、

検討したり協議会をつくったりとか、そういうことも進めていくときに来ているんじゃないかな

とか思うんですよ。 

 お金かかるし時間もかかるし、国のほうも今少子化が急速に進んでいるんで、一つの自治体だ

けに一つの箱物が要るかというふうになっているんで、建設を話し合うとか、そういうことは必

要になってくると思うんですけど、そういう話し合いを進めていくとか、そういう考えは今のと

ころ全くないですか、それともそういう方向でぜひ検討したいとか、そういう考えはいかがです

か。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  現行の一部事務組合がございます。で、新たにほかの市町村で

同じ目的、同じ施設等が必要ということになりますと協議をしていかなければならないというふ

うには考えておりますが、現行の状態では今のところ必要となる施設はないのではなかろうかな

というふうに考えております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  杵築は多分文化会館、市民会館か、多分あそこも同じくらいに多

分できて、建てかえとか多分そういう話にこうなっているし、はい。 

 それでは、図書館も今度できるし、駅前にできることによって人が交流することによって、地

域がこう活性化するとかそういうことになってくるんで、こういう考えがなければ、そうしたら

この共同利用とかそういう杵築にあって日出にないとか、そういうことの施設をやはりお互いに、

例えば協定とかを結んで、お互いにこう利用しやすい、例えば、杵築にはプールがあって日出に

はないと。プールを利用している人にこのあいだちょっと聞いてみたら、日出の人とか、杵築の

人よりも日出の人とか国東の人が何か利用する人は何か多いということですね。 

 それで、稼働率は、夏休みの期間中とかは高いけども、それを過ぎると減っていると。健康づ

くりとかそういうことにも、高齢者の方も足が悪いとか腰が悪いとかそういう人たちはプールの

中を歩いて回るだけで、全然負担が腰とか膝にかからないんで、ということで、結構何か年配の



- 119 - 

方も見えていたんで、そういう考えはないですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、条例改正や協定の締結等で相互利用はどうかという

質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたとおり、広域行政の中に法に基づかない公共施設の共同利用という方法

がございます。住民の中には日常生活や経済活動等で住民の生活には広域化しております。 

 住民は多様化な高度な住民ニーズを行政サービスを求めているところもございます。公共施設

の利用においては、施設の機能や性質、施設間の距離や交通の利便性などを考慮して、市町の境

を超えた広域的な利用も可能だというふうに考えております。 

 しかし、この問題は日出町のみで解決する問題ではございません。公共施設の相互利用が可能

な場合については、関係市町村と協議をしていかないといけないと考えております。特に使用料

の条例改正や、特に協定の締結、これが必要になってくるというふうに考えております。 

 また、自治権、それから施設の建設費用、これをどういうふうに負担していくのか、そういう

いろんな問題も解決していかないといけない問題が多くあるというふうに考えておりますので、

この辺については検討していきたいというふうには考えております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  検討するということだったんで、しっかりとそこはやっていただ

きたいんですけれども、お互いに施設を同じような料金で利用し合えば、先ほど午前中の質問で

もあったように、稼働率とかそういうことが上がってくるんじゃないかと思います。 

 施設は一人でも多くの人が使って稼働率を上げるほうが、収益は別にして、多分市町村によっ

てみな使用料が違うんで、例えば、杵築のサッカー場も聞いてみたら、地域外の人は何か倍ぐら

いの料金ということだったんで、日出にはああいうサッカー場はないんで、それからプールとか、

ぜひ検討していただきたいと思うんですけど、町長はどういうふうにお考えですかね。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  大変難しい問題を含んでおりますが、日出町の場合、文化ホールである

とか体育館、それもグラウンドを含めた施設、しかし杵築市、あるいは別府市についてはかなり

整備されております。財政状況だとか、あるいは人口の問題、あるいは合併債、交付税、いろん

な措置の状況があって、日出町は公共施設の整備が遅れている町であるのは間違いないんであり

ます。 

 じゃあどういうふうにするかと言いますと、日出町の住民も別府市のいろんなグラウンドを市

民と同様に使うというと、私はそれはなかなかうんと言わない、助成するとか協定をする中でど

ういうふうにに利用していくかということの可能性はあると思います。 
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 しかし、これは協議であるわけであります。みな全てそうであります。したがって、私は、今

のところ、藤ケ谷清掃センター広域事務組合、今あるのは御案内のとおり消防があります。それ

から、し尿処理があります。それから、今一つ葬斎関係があります。こういうものは制度上、き

ちんと関係市町村で協議をしてしっかりして、一つの事務組合ができてやっているんであります。 

 あとについては、私、今何かあるかと言いますと、考えられるものについて申し上げます。あ

るのは、やっぱり給食問題があります。杵築の給食調理場があります。日出もあります。一部こ

の炊飯、お米、ご飯の問題、これは共同で両方に、杵築も日出も出している。 

 ですから、どういうふうにしていくかという問題はあるんでありますが、これはかなり重要な

問題を含んで、施設を一緒にどういうふうにつくるかという問題も含めてあります。ですから、

非常に長時間を要するし、経営負担を伴うわけであります。 

 ですから、私は、そういう意味からすると、今広域の事務組合等としてやるものがあるかとい

うと、可能性としては給食調理場は問題があり得るわけであります。杵築もきちんとしたものは

ないわけです。ですから、そのほかについて、私はないんではないかなと。 

 一時、広域の別杵速見の広域の中で杵築市に総合グラウンドをつくるという提案が杵築市から

出て、皆さん協議しましたが、やはり事務組合の中の共同事業の中に入っていないわけでありま

すから、そしてまたこれをするについては、賛否両論があると思います。もう別府市も自分のと

ころにあるからということになるだろうと思います。 

 いろいろ困難な問題がありますが、今言われたようなグラウンドとかプールの利用とかいうこ

とは話し合いによって、私可能性がある。もし、同様にするというのは相手の市もなかなか納得

ができないと思います。ですから、どういう助成をするかと、助成ということで、今段差がある、

倍あるとか１.５倍あるとか言ったときに、１.５倍はどうするかと、こういうことになると思い

ます。ですから、そういう問題は個々にあれば、私は十分検討したいと。 

 今、プールの問題のお話がされました。したがって、プールについては、私は大神の方に民営

でありますがプールがあるわけです。温水プールがあるんであります。杵築のほうから使ってい

ますが、これは杵築、日出の区別なく使っていると思います。公営の場合、ちょっとそれがどう

いうふうになるかという点があると思います。 

 ですから、非常に、具体的に私ども今、日出町にいろんな施設がない、しかし、文化センター

とか、当面、広域合併の問題、あるいは連携協定がない限り、私は日出町でつくる努力をしない

といかんと、つくらなくてもきちんとした自治体であります。そういう意味からすると、私がい

ろんな課題があっても、遅くなっていても、逐次整備していくという考え方、ちょっと時間はか

かりますけれども、考えていかなきゃならんと、そういうふうに思っていまして、どういう連携

ができるかということについては、実践的、具体的な例として、町民の皆さん方の利便性を増強
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するという意味から、可能性はないわけではないんで、具体的な提示があれば御教授いただいて

検討させていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  多分そういう話を近隣市町村とされたことはないですわね。 

 では、そういう、多分施設ができたころの状況と、もう随分こう変わってきていますし、今、

国の流れとか、自治体によってはやはりそういう連携して相互利用とかそういうことをしている

自治体はたくさん今、出てきていますので、そういうところをちゃんとしっかり研究して、ぜひ

近隣と、検討するのはいくらでもできるんで、ぜひそういうふうにやっていただきたいと思いま

す。 

 そこまでいくには結構時間がかかると思うんで、その後の使用料の差額とか、そういう面につ

いての補助的なことはできないですか。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  あくまでも今、道州制がありまして、基礎自治体という構想があります。

新内閣の中ではやや取り組みが低調になるんじゃないかというような報道をされております。 

 私は、全国道州制、あるいは基礎自治体については、大分県が３つか４つぐらいの基礎自治体

になるということで、当然平成の合併の次を行く合併問題につながるということで、全国町村会

は反対であります。市長会の一部はかなり賛成の向きもなくはないんであります。 

 しかし、私は地方自治体として構えた以上は、私は日出町の町民に皆さん方のスポーツ、文化、

いろんなことを含めて、精いっぱいそういう施設の整備を心がけなければならない。よそに頼れ

ばもう附随してしまうわけであります。もう別府も杵築もかなりつくっていますから、連携協定

をするともう日出町で要らんという方向になってまいります。私はやっぱり日出町では中核的な

都市形成をやっていこうとすれば、私は日出町でやはり要るんだと思います。 

 ですから、最低限必要なものはやっぱり自分たちでつくる気構えで努力しないといかん。連携

協定を結ぶことは可能でありますが、もう日出町でつくらんという証明になるわけで、それから

したら、私は精いっぱいやっぱり今後とも日出町で整備していく方向で努力させていただきたい

と、そういうふうに思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  そういう合併とかそういうあれは、そういうことを言っているん

じゃなくて、今ある施設を町民の人がお互いのないところに利用するちゅう形なんで、そんな複

雑に考えなくてもいいんじゃないかなと思うんですけど、さっき言ったその補助とかそういうこ

とは全然検討できないですか。そこを聞きたかったんです。 
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○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  日出町の使用料条例を見ますと、他市町村のものが利用する場

合は倍額という形の条例を制定させていただいています。他市町村も同様な条例ではなかろうか

なというふうに思っております。 

 で、使用料についても他市町村のこの共同利用できる市のやっぱり協定を結ばない限りは使用

できないというふうに思っております。通常の場合、倍額払わないといけないわけですが、その

普通の利用でつくる場合は、協定を結ばないと使用することはできないということになりますと、

やっぱり他町村と話し合いをした限りじゃないと、使用料の話もできないというふうには考えて

おります。 

 ですので、他市町村との協議をした後、この分については協議をさせていただきたいと、その

ように思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  そういう意味で、日出町の中央公民館、あるいは体育館、いろいろなも

のもそうでありますが、やっぱり日出町、別府か杵築の人が使いたいちゅうとか、日出の人を介

して一緒に申し込んだりする、これは実態だと思います。ですから、日出町の人があいていて利

用したいときは別府の人に申し込みをして一緒に使うとか、いろんな方法があるわけで、原則は

さっき課長が申し上げたとおりであります。 

 かなりやっぱり市町村の主体的な行政運営というのがありますので、これやっぱり協議がどう

しても必要だと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  協議が必要というのはわかりますんで、ぜひそういうところも含

めて協議をして、可能性を探って、健康づくりとかそういうところに役立つんで、お互いに利用

できれば、施設も別に町民の人、市民の人が優先なんで、あいているときにそういうことをする

わけなんで、別にそんなに難しいことじゃないと思うんで、ぜひ協議をしていただきたいと思い

ます。 

 次は、職員の意識改革についてお聞きをします。 

 町長は、３期目の就任のときに、親切、丁寧、笑顔、仕事は迅速に、スピードを上げてと掲げ

ていました。それで、職員の意識改革が必要と思われる事案というんですかね、そういうのが最

近、私も議員になって今５年目に入っているんですけど、何か今期はすごく多いように感じるん

で、ちょっとこの意識改革についてお聞きをすることにしました。 

 それで、これまでも何回もいろいろ事故があったときとか、そういうときにいろいろ危機管理

とか意識改革とかいろんな形でこう質問をしてきました。それで、そのときには、やはり研修と
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かも民間型、それから体験型とかそういうことも聞いてきました。それで、この意識改革、具体

的にいろいろ個別の事案は言わないんですけど、特に最近多いんですよね。一般の人からこう聞

くと、ちょっとこう怒ってたりとか、そういう話を聞いてみたら、やはり説明がちょっと足らな

かったりとか、もうあっさり予算がないからだめとか、いろいろそういうことを聞いて、だんだ

んもう課で対応できなくなってきたらもう結局町長のところに直接話に行くようになってくるん

で、やはり課の問題は課で、課の中でちゃんとやっぱり解決するような仕組みをしっかりつくっ

ていただかないと、最近特に何かそういうことを感じるんで質問をすることにしたんですけども、

この点どういうふうに考えてますかね、町長。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  私は、常日ごろ、職員に、さっき言われたように、親切、丁寧に、笑顔

で、スピードを上げて仕事をするようにということを申しております。相当皆さんも注意してい

ただいて、よくなってきていると、私はそういうふうに思っています。 

 ただ、私どもはいつも申し上げますが、行政サービスをしているわけであります。町民の皆さ

んに対する福祉の向上だとか行政サービスであります。したがって、デパートやお店に行ったと

きと同じであります。やはり全てできんとかどうじゃなくて、全て相手の立場に立って、やはり

しっかり対応するということが、私は必要だと、そういうふうに思います。 

 問題は、職員の自覚であります。やっぱりどういう目的と立場でいるかということをしっかり

した自覚を持つ必要が、私はあると思います。 

 私もいつも職員に言ったり、町民の皆さんにはよく聞くんであります。できないというじゃな

くてどの程度ならできる、この程度ならできるとか、むしろ前向きに考えて、できない方向じゃ

なくてこの程度までできるとか、やっぱりできる方向でどういうふうにするのか。もう最初から

ゼロだと言ってしまえばもう存在感がないわけであります。そういう意味からしたら、職員がや

っぱり物事を考えるときに、いつも自分の立場を明確に理解して対処すると、これにもう尽きる

わけであります。 

 そのときに、今一つ私は大変重要だと思っております。職員が問題課題をいかに捉えておるか

ということだと思います。町をよくしていこうということであれば、どんな問題もやっぱり課題

であるわけですので、すぐできるかできないかは問題にしても、やはり対処すべきのことについ

ては、間違いはないわけです。 

 ですから、やっぱり問題の捉え方をしてよく、さっき言われた、よく相手方とお話をして、理

解を求めるということだと思います。 

 私も先だっていろんな広報誌にも書きましたが、町の対応が大変いいということでおほめをい

ただいて、大変向こうからご丁寧なお手紙をいただいたりしております。一部にそういう職員が
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いるかもしれませんが、問題は、私は公務員の仕事はゼロか１００であります。１人悪ければ全

てが悪くなるんで、やっぱり１人でもそういう人がいなくなるように私も精いっぱい努力をしな

いといけない。そういう意味で、いろんな研修や対応をしております。しかし、研修だけでなく

て、やっぱり一人一人がやっぱりしっかりした自分の自覚を持って対処すると、もうこれにつき

るわけだと、そういうふうに思います。 

 今後ともいろんな対応をして、研修は相当たくさんやっておりますから、そういう研修だけで

も培えない問題もたくさんあると思います。問題はここにおる全部幹部職員が率先して、職員と

もどもやはり物事に対処するということだと思います。職員としてやっぱり問題を発言している

場合がある。上司、課長と、あるいは町長と話して、結論で申し上げるならいいんですよ。本人

の立場でお答えするということは正しくないと思います。十分対応を協議して、そしてその上で

するんであれば、そういう場合については即答はできないはずであります。時間をかけてお断り

するわけであります。その場で何でもイエスかノーかと、こういうことについてはなかなか行政

である以上、難しいわけです。そういう意味からしたら、しっかり私どもは今後とも職員のそう

いう対応については配慮して、皆さん方に還元していただき、またほめていただけるような対応

ができると。ただ、営業するというわけではありません。しっかりした自分の理念、考えを持っ

て、町民の皆さん方に接することだと、そういうふうに思っています。今後とも努力させていた

だきます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  広報誌で町長が窓口で褒められたことを書いていましたけど、み

んなみんなその課が悪いとは言っているわけじゃないんですね。中にそういう対応をされている

んで、そういう方がやはり何件もこうあったということで、今回こういう質問をしたんですけれ

ども、総務課長、取り組み、取り組みですね、多分、今町長が言ったように、金額、それから研

修回数、多分ふえてきているのは私も調べて分かっていますけども、とにかく意識を、そういう

やっぱり１人でも、町長今言ったように、１人でもそういうやはり意識の低い方がいると、そう

いう対応になってくるんで、総務課のその取り組みについてぜひ御答弁を。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長、村井栄一君。 

○総務課長（村井 栄一君）  工藤議員の御質問にお答えします。 

 職員の意識改革でありますが、今主なものにつきましては、町長のほうからお答えしましたの

で、総務課の人事管理としてお答えしたいと思います。 

 職員のマナー、意識改革と言いますか、資質の向上のためには、今、県の人材育成センター等

が実施しております各種研修等に参加させながら、その中にも民間研修等があります。今回、前

回もありましたが、トキハの研修とか、まだまた後、ことしは町独自で民間に出すようにしてお
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ります。介護施設とかに体験ということで出したいと思っているところであります。後期の日程

の中にそういうのを組み込んでいきながらやっていきたいと思っております。 

 また後、各いろんなところの講師を、民間の講師を呼んで、各階層別に幹部から一般職員、主

任、新採用の職員を含めて研修を随時やってきているわけですが、なかなか議員さんが言われる

ように、職員の中でもその場で対応できない部分をそういうお答えをしたり、うちのほうが職員

に聞いてみると、職員としてはちゃんと対応しているんでありますが、町民にとっては職員の対

応が悪いというような感じも聞いているところであります。 

 以前は職員に対する苦情等が入ってきておりましたが、今年度は４月以降、私の知っている限

り、職員に対する苦情は一切入ってきておりませんので、これが全ていいかどうかはあれですが、

議員さん方にはそういう話が入ってきているかもしれませんが、職員の間にはそういう話は入っ

てきておりませんので、その辺は御理解をお願いしたいと思っております。 

 日ごろから、先ほど町長の回答の中でありましたが、各課長を中心としながら、課の課題、目

標を設定して、職員が一丸となって目標に向けて取り組むようにしておりますので、それとあと

なかなか研修でも聞くだけの研修はだめでありますので、民間の中に入って研修する、実際農家

体験というような部分を今耶馬渓とか２名ほどそういうところに行って研修した、最近県の人材

育成センターの中でやっている部分がありますので、そういう部分には積極的に参加させており

ます。 

 二、三年前から比べれば、かなりの研修回数もふえて、職員の仕事の少ない中で仕事をやって

いるわけですが、その間をついて職員には研修に参加して、少しずつでも意識改革を図るように

しているところであります。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  いろいろ取り組みはして、さっきも言ったように、研修回数もふ

やし、それからお金もかけてというふうにこうなってきているんですけども、あそこが欠けてい

るんじゃないですかね。この地方公務員法の服務のところ。全体の奉仕者ってこうなっているで

しょう。それからそこに服務の宣誓をしたりしてなっていますよね、それから信用失墜行為とか

秘密を守るとか職務に専念する義務とか、その服務のところがもう何か頭の中からこう抜けてい

るんじゃないかなと思うんですけども、そこはどう考えますか、課長。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  先般、職員、９月１日付で処分等はしましたが、町民に対する信用

失墜行為があったことは大変この場をお借りしておわびしたいと思いますが、職員に対しては今

年度も服務規定を新たにしまして、その部分で職員には全部周知徹底するように厳しい処分もし

ておりますし、地公法のそういう部分については違反をしないように職員には指導徹底をしてお
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りますので、その辺は御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  信用失墜行為だけじゃないですけど、服務のところのその全体の

奉仕者ということが頭の中にないんで、例えば高齢化、だんだん高齢化していっているんで、年

配の人が来たときにはもっとわかりやすくとか、納得をして帰ってもらわないと、また議員のと

ころに行ったりとかいろいろ話がこう行くんで、あともうちょっとのところはいつもこう欠けて

いるんで、そういう問題にこうなってきているんじゃないかなと思うんですけど、課長のところ

にはまだいろいろ話が来ていないっていうんですけど、私が４月になってから、議員になって再

選して、こっちでももう何件もそういうことをこう耳にしてきたんで話をしているんですけども、

多分そこと思うんですよ。 

 高齢の人にはわかりやすく話をして、さっき町長が言ったように、即答じゃなくてやはりワン

クッション置いてちゃんと調べて、何か課で話をして、この問題について何かこう解決すること

がないのかなということを、やはりちゃんとこうミーティングとかそういうことをしてやってい

かないから、そういうやっぱりあれになってくるんじゃないかと思うんですよ、協働指針までつ

くって、協働でということでやっていっている中で、やはりこういう問題が起きるということは、

ちょっとやはりまずいんじゃないかなと思うんですけど、ちょっと最後のほうになるんですけど、

多分大きな人員を抱えてやっている課と言ったらどこかな。福祉対策課とか隣の健康増進課長に

ちょっとお聞きしますけど、ミーティングとか朝礼とかそういうことは課内でやっていますか。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長、原田秀正君。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  課長会の終了後に、月に２回程度、職員を集めまして課長会の

報告なり私の所信なりを申しております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  健康増進課長、高倉伸介君。 

○健康増進課長（高倉 伸介君）  何ごとかあった場合は、職員全員に対して、私の考え方を伝え

ておりますし、理解していただいておると思います。 

 また、各係長から各係での打ち合わせを行っているところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  職員の対応につきましては、課長会等でそういう事実等が入った場

合、徹底した指導をしておりますので、各課長から管理職がそういう自分の課に帰ってそういう

指導は徹底していると考えてございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  課長会の結果を人にこう伝えるちゅうのは、それは月２回でも
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１回でもいいんですけど、日々ですね、日々、もう普通の会社なんかでも毎日、朝ちょっとミー

ティングをしたりとか朝礼したりとかして、やっているところは夕方もまたちょっとおる人だけ

集まってもらって、きょう何かなかったかと、何かあったときにはやはり自分で解決できんよう

なことは、こういう問題があったと。さっき言ったように、みんなでやっぱり解決に、知恵を出

して解決せないかんようなんで、多分話も多分あると思うんですけど、そういうことをしていか

んと、多分また町長のところにこうするっと行くようになってくるんですね。 

 町長、こういうことはどういうふうに考えていますか。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  やっぱり必要なのは、所属がいろいろ言うということではなくて、自ら

自覚することだと思います。服務の根本基準をしっかり身に着けて、常日ごろ、全体の奉仕者だ

という立場を十分理解し、やっぱりこれを徹底していかないというのは、まず一番必要なのは職

員一人一人の自覚だと思います。 

 そういう意味から、今私ども職員への指導と同時に本人の自覚と研さんを培うような形でしっ

かりやってまいりたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  もう時間がなくなってきたんですけど、やはり行政サービスをし

ていく中では、やはり職員のこう意識が変わっていかんと、もうだんだんおかしくこうなってく

るんで、今もう民間に、業務を民間に委託している自治体なんか何ぼでもあるし、今都会のほう

に行くと、庁舎の中にコンビニがある、そういう役所もあるんですよね。 

 だから、そういうふうにだんだん変わってきているんで、やはり今総務課長言ったように、少

数の昔に比べたら職員の数も減って、こういう中でこうやってきてますけども、やはりそこの一

番今町長が言ったように、一番大事なところは服務の根本基準のところは、やはりいつも頭の中

にないと、町としてはやっぱり取り扱いがおかしくなったりとか、こういうふうになってくるん

で、ぜひそこをしっかりやっていただきたいと思います。 

 やはり、ミーティングとかそういう朝礼とか、そういうこともやはりおる人だけで朝ちょっと

二、三分、時間はかからないんで二、三分、きょうはこういうことでって、月に１回伝えること

も大事なんですけど、そういうことをちゃんと取り組むようにしたらどうですかね。そこはどう

ですか。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  各課では課長会の後の連絡事項を徹底していると思うんですけども、

今議員おっしゃるとおり、そういう部分については、朝時間をとるわけではありませんので、そ

ういうところは徹底していきたいと思っております。 
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 とにかく常に報告、連絡、相談をするようにということで、各課の中でも課長にいろいろ何か

あれば課長に相談をするように、全て徹底をしておりますが、なかなかそこが守られてないのが

事実であろうかと思っております。 

 当然管理職についても報告、連絡、相談を必ずやるように、今徹底しておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  そういう雰囲気づくりをせんとなかなか本当のことをこう課長に

伝えなかったりとか、そういうことが多分起きてくるんで、できるだけその課の中で話をする機

会を毎日こういうふうにつくって、ちょこっと、二、三分つくっても全然かわってくると思うん

で、ぜひそういうことは取り入れてやっていけば、意識も変わってくるんじゃないかと思います。 

 先ほど教育委員会でも言ったんですけれども、子供の場合もやはり防犯ブザー１個ずっと身に

着けて６年間いくともうそれで体に染みついて、自分の命は自分で守らないかんなというような、

こう意識になってくるんで、職員のほうもぜひそういうことを、本当細かい、そんなことをずっ

とせんないかんのかって思っている人もいっぱいいるかもわからないんですけど、ほんの二、三

分、ミーティングするだけですね、多分、課内の中、変わってきて、何かあったら課長に相談を

するとか、そういう関係がうまく多分いくんじゃないかなと思うんですけど、最後、そこをちゃ

んとやれるような何か総務課でできないですか。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  確かにおっしゃるとおりでありますので、そういう部分につきまし

ては、各職場の管理職に徹底していきたいと思っております。できるだけやるようにしたいと思

います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それではみな、ここみな、課長みなここにいますので、ぜひそう

いうことを課内で、できるところから、本当短時間でもいいからそういうことをしていって、ぜ

ひ職員の意識をかえて、いろいろ問題が起こらないようにしていただきたいと思います。 

 これで私の質問を終わります。 

○議長（熊谷 健作君）  これで一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（熊谷 健作君）  以上で本日の日程は終了しました。本日はこれで散会したいと思います。

これに御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて散会することに決定

しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後１時45分散会 

────────────────────────────── 

 


